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P25 ．カ ン ボジア ・ア ン コ ー
ル遺跡に お ける 砂岩柱基部の 風化深 とそ の 定量的把握

　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 藁谷哲也 （日本大）・原　正剛 （日本大 ・院）

Tetsuya　 WARAGAI 　 a 皿 d　 Masatake 　 HARA ： Aqua 皿 titative　 prediction　 for　 depth　 of

depression　 at 　basement 　of　sandstone 　blocks 孟n 　Angkor 　monuments
，
　Cambodia

　本研究 は ，879 〜約 1200 年 AD の 間に 建設 され た 18 の ア ン コ ール 遺跡 を対 象に ，砂 岩部材

の 基部で 風化 に よ っ て作 られた凹み の 深 さと強度 を測定 し，砂岩 ブ ロ ッ ク の 風化速度や 凹み 深

さ と強度 と の 関係 を定量 的に 捉 えた．風 化速度 を求 め る た め ，砂岩部材の 基部で ，碑文や レ

リ
ー

フ が 彫 られ た オ リ ジ ナ ル 面 か ら 凹 み 最深部 ま で の 深 さを ノ ギ ス で 測 定 した ． また ，強度 は

L 型 シ ュ ミ ッ トハ ン マ
ーを用 い て測定 した ，こ の 測定は，凹 み最深部 を対象に 1箇所の 連打 に

よる反 発値 （R ，）と凹み 全体 をあち こ ち甲．打する反 発値 （R 、）の 2種類で 行 っ た．測定 の 結果，

凹み の 最大深度 （D ＿ ，mm ）は 9 〜 ユ00　mm で ，遺跡建築後 の 経過年数 （t）か ら求 め た風化速

度 は 11〜 94mm ／ka とな っ た，また，　 P ＿ は tの 大 きい 遺 跡 ほ ど．大 き い こ とが わ か っ た ， し

か し，両者 に は ば ら つ きが 認 め られ るた め，測 定箇 所 の 砂岩 ブ ロ ッ ク の 強 度 をパ ラ メ
ー

タ と し

て 考慮す る こ とに した．すな わ ち，反発値 を もと に した パ ラ メ
ー

タ ｛肌 ＝（Rf− Rd）／Rrl と t，お

よび最大 凹み 部の 鉛直高さ （h，mm ）を基 に解析 した．これ に よ り，D ＿ は 次式で 表され る こ

とが わ か っ た ．

1）mux ＝ 　0．0125　W
．
te　

h

こ れ は，砂岩ブ ロ ッ ク の あ る高 さ に発 達 した凹 み の 深 さは，砂岩 ブ ロ ッ ク の 強度 と遺跡建築後

の 経過年数 と に よ っ て 説明 で きる こ とを示 して い る．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：風 化速度 ，岩石物性，ア ン コ
ー

ル 遺跡，砂 岩

P26 ．花崗岩 とそ の構成 鉱物 の バ クテ リア によ る風化実験

宋 苑瑞 （筑波大）

Wonsuh 　 SONG ： Laboratory　 experiments 　 on 　 bacterial　 weathering 　 of　 granite　 and 　 its
COnStitUent 　 mineralS

　バ クテ リ ア （Bacillus　subtitis ）が花崗岩 とそ の 構成鉱物 （曹長石 ，微斜長石 ，黒雲母 ，石英）

の 風化に どの よ うに影響するか ，ど の 鉱物が もっ と も風化 されや す い か を明 らか にす るた め室

内風 化実験 を行 っ た ．実験 は 27 ℃ の 室内 で ，0．1M の NaCl の 溶液に グ ル コ ース とイース トエ

キ ス ，／0．Omm × 10，0mm × 3．Omm の 大 きさ の 花崗岩 とその 構成鉱物 （花崗岩，曹長石，微

斜長石 ，黒雲 母，石英），Baciitus　subtitis を入 れ て 30 日間行 っ た．比較の ため バ ク テ リ ァ を入

れ て い な い 実験 も同時に行 っ た．実験前に は電子顕微鏡で 花 崗岩 と構成鉱物の 表面 の 撮影 を行

い ，実験後に 再度撮影 を行 い ，実験前後 の 電 了
・
顕微鏡画像 を比 較する こ と で ，風化 の 度合 を確

認 した．実験 中に は pH の 測定 ，実験直後 に は pH の 測定 と実験 に使 われ た溶液の イオ ン濃度分

析 を行 っ た．実験 の 結果，花 崗岩 と鉱 物単体実験 で の 曹長石の 表面 に 多数の 穴が 確認 され た ．

穴の 数は バ クテ リア を入れ た花崗岩で 192 個．バ クテ リア を入 れない 場合 （52個）に比較 して

3，7 倍多 く，形成 された穴 の 総 面積 は 4．7倍大 きか っ た．バ ク テ リ ア を入 れ て 行 っ た花崗岩 の

表面 に形成 され た 穴 の 83 ％ は花 崗岩 の 中 の 斜 長石 に形成 され，そ の 穴 の 中や穴 の 周辺 に はバ

クテ リア の コ ロ ニ ー
が観 察 され る場合が多か っ た、穴 の 面積の 川頁番 を穴の 面積 の 単位面積 に対

す る比率 に 換 算す る と，バ ク テ リ ア 有 の 花 崗岩の 中 の 鉱 物 の 風 化 しや す さ の 順 番 は Goldich

（1938）の 鉱 物の 風化 しや す さの 順番 と
一

致する こ とが わか っ た． しか し，バ クテ リア を人れ

ず に滅菌状態で 行 っ た花崗岩の 場合 は単位面積 に 対す る 穴の 面積 の 比率の 川fi（　tsが従来の 順番 と
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異 な っ た．こ れ は ，今 まで の 風化 は 自然状態で の 非滅菌状態で の 順番で あ っ た こ とを示唆 し，

バ ク テ リ ア風化は バ ク テ リ ア が分泌する様 々 な酸 に よ り行われ る化学的風化で ある こ とを意味

す る．また，バ ク テ リア 有の花 崗岩の 実験後に穴の 形成が み られ た部分の 8 割は実験 の 前か ら

小 さな鉱 物の 欠陥が確認 され て い る場所で ある こ とがわ か っ た．さ ら に，バ ク テ リア 有の花 崗

岩の 表而 の 中で Ca の 濃度が 高い 所 に 集中的に 穴が 形成 され た ．バ ク テ リ ア 無の 花 崗岩の 表面

や バ ク テ リ ア 無の 曹長石の 表面 に も Ca の 濃度が 高 い 部分が 認め られ たが ，実験 後に 穴 は確 認

され なか っ た，バ ク テ リ ア に よ る花 崗岩 の 風化は 表面 に 穴が形成 され る こ と で 風化が進 ん だ．

特 に そ の 穴は 斜長石 に多 く，実験 前か ら鉱物 に 欠陥が あ っ た場所，Ca の 濃度が 高 い 部分に 集中

す る こ とが わか っ た．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：生物風化，花 崗岩，バ ク テ リ ア

P27 ．宇宙線生成核種年代測定法と物質収支法に よる化学的削剥速度 の推定 ： 北ア ル プス芦 問

　　　川 での 事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北村裕規 （筑波大 ・院）・松四雄騎 （東京大）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 八 反地 　剛 （筑波大）・小 口千明 （埼玉大）

Yuki　 KITAMURA ，
　 Yuki　 MATSUS 田

，
　 Tsuyoshi　 HATTANJI 　 and 　 Chiaki　 T．　 OGUCHI ：

Estimation　of　 chemical 　 weathering 　 rate 　using 　cosmogenic 　 nuclides 　 dating　 and

geochemical　mass 　balance ： Acase 　study 　in　the　Ashilna　River
，
　central 　Japan

　 削剥 速度の 知 られ て い る芦間 川で複数 の 小 流域 の 河床堆積物 に物質収支法 を適用 する こ とに

よ り，化学的削剥 速度 を推定 した．河 床堆積物 （粒径 0．25〜2．Omm ） と基盤岩 を採取 し，蛍

光 X 線分析装 置 （XRF ）に よ り，非溶性元素で あ る Zr の 元素濃度を測 定 し た ．そ の 結果，起

伏が大 きい 流 域 で は河床堆積物と基盤岩の Zr濃度が 同程度で あ っ た が，起伏が 小 さ な流域 で

は河床堆積物の Zr濃度が基 盤岩よ りも高 くな る傾 向が見 られ た．こ の 結果は T 削剥速度の 小 さ

い 流域 （＜ 500mm ／kyr）で 化学的削剥が活発で ある
一

方で ，削剥速 度の 大 きい 流 域 で は化学 的

削剥が 起 こ りに くい 環境 に あ る こ と を示r唆する ．また，起伏 の 小 さ な流域 の 化学的削剥 は，全

削剥の 4。％程度で あ り，そ の 速度 はお よそ 100  ／kyr程度で あ る と推定 され る．

　　 キ ー
ワ
ー ド ：宇宙線生成核種年代測定法，物 質収支法，化 学的風化，花崗岩，小流域

P28 ．史跡 ・吉見百穴にお ける塩類析 出の 季節変化 と壁面崩落

　　　　　小 ll千明 （埼玉大）・山崎麻衣 （埼玉 大 ・学 ， 現 ： ICS コ ン ベ ン シ ョ ン デザイ ン ）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高屋康彦 （埼 玉大）・Thidar　Aye （埼玉大 ・院）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八 田珠郎 （国際農林水産業研究セ ン ター）

Chiaki　 T　 OGUCHI ，　 Mai　 YAMAZAKI ，　 Yasuhiko　 TAKAYA ，　 Thidar　 AYE 　 and 　 Tamao

HATTA ： Seasonal　 changes 　 in　 salt 　 efflorescence 　 and 　 exfoliation 　 of 　 the　 wa 置皿 in　 the

Yoshimi 　HyakU ・Ana 　 Historic　Site

　磨崖仏 な どの 石造文化財 の 劣化原 因の
一

つ として塩類析出が大きな影響を与えて い る こ とが知

られ て い る．しか し，石材の 種類の 違 い に よる風化程度の 違い に 関する定量的な研究 はわずか で

ある ，本研究で は，埼玉 県古見町 に あ る国指定史跡 「吉見百穴」で 観察 される塩 類風 化に つ い て ，

塩 類の 季節変化 と岩盤 壁面 の 剥落量 との 関連 に つ い て調 べ た．吉 見百 穴 は，主 と して灰 白色 で細

粒 の 凝灰 岩か らな る標高50m ほ どの 丘 陵地帯に位置 し，古墳時代後期 の 大小 200余 りの 横穴墓群

で ある ．同史跡内に は，第二 次世 界大 戦末期 に 地 下軍需工場 と して 利 用 され て い た坑道 も遺 跡 と

して残 され て い る，現在，軍需工 場内は 内部の 崩壊が か な り進 ん だ状 態で あ り，壁面 か らの崩落
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